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zenneuerMedienをテーマとするセクションであった。   
ニューメディアと言えば，もちろんビデオ教材なども含むが，大会の発表要  
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Unterrichtsmittelをテーマとするセクションの発表要旨18件のうち10報告は，   
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ディアに集中する傾向が指摘されているからである（2）。   
教材ソフトだけでなく，コンピューターの使用条件や使用形態も現在のとこ  


















れる教育ネットワークシステム」に組み込まれている。 「このES－LAN／  
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いはCAI（ComputerAssistedInstruction）という初期の頭字語にも反映   
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されている。外国語授業にコンピューターを利用することを表すのにアメリカ  
では今日でも，CALIとかCALT（Computer－Assisted LanguageInst－  
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新たなものと交換されない故であろうと推測されている（6）。  
3 ドイツ語学習ソフトの分類  
こうして開発されたドイツ語学習ソフトは，利用者がそのプロクラムをどう  
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ターの使用形態としては専ら個人学習を主体とせざるをえなかった。   
この二つの．ドイツ語学習プログラムを実際に使用したドイツ語授業について，  
次にもう少し詳しく述べておきたい。  
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いであろう。   
しかし幸いなことに，この教材のタイプ練習プログラムには，いくつか優れ  
た点がある。画面にキー配列を表示して，それを見ながら指を動かせば，ブラ  
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文練習への移行を無理なく行う工夫が施されているのである。   
問題メニュー画面で，「②独文法別書換練習」及び「③独文法別作文練習」  
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の授業では難易度とヴァリエーションを考慮してText－Arbeiter2を採用し   





このマニュアルを読んだだけでは分かりにくい場合でも，実際に画面でプログラムを見   
ると，なるほどと思われることが多い。よって練習の際には，このマニュアルを手元に   
おいて，いつでも使えるようにしておくこと。  
（早稲田大学情科センターでの）Text－Arbeiterの立ち上げ方   
IBMスイッチon   




ドライブにText－Arbeiterのフロッピーディスクを挿入   
C：／PS32〉の後にa：と入力し，Enterキー（ドライブを変更する）   
A：／〉の後に，Startと入力し，Enterキー   
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Enterキー： コマンド実行  
後退（BS）キーと矢印キー：入力後の訂正  
挿入（INS）キーと削除（DEL）キー：テクストの順序変更   
湊字・カタカナキー＋a，0，u，S：ドイツ文字a，6，也，β  
？：グロサリー呼び出し   
このプログラムは7枚のフロッピーディスクから成る。1枚目は以下の目次のうち，1   
～1．5に，2枚目は2～2．2に，3枚目は3～3．2に，4枚目は4～4．7に，5枚目は5a   
～5，5に，6枚目は5b′〉5．10に，7枚目は6．に相当する。  
フロッピーディスク毎のプログラム目次   
くテクスト推定〉   
1． 読解法1   
1．1仮定1（タイトルからテクストを推定）   
1．2 仮定2（テクストがどう続くかを推定）   
1．3 テクスト削減  
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1．4 複合名詞推定   
1．5 文脈からの単語推定  
2， 読解法2   
2．1頻出単語   
2．2 国際共通語  
3． 合成語   
3．1前後綴り   
3．2 複合語  
4． くテクストでの作業〉   
4．1テクスト内容の一仮定   
4．2 速読   
4．3 テクスト理解の補助手段と課題   
4．4 文削減・文構成   
4．5 文成分に分解  
4．6 いずれの要約が正しいか  
4．7 合成語の練習  
くテクスト再生〉   
5a．テクスト再生a   
5．1単語の区切り   
5．2 暗号文   
5．3 単語入れ替え   
5．4 文字入れ替え   
5．5 挿入語  
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5b．テクスト再生b   
5．6 穴埋め   
5．7 点線テクスト   
5．8 行の入れ替え   
5．9 文の入れ替え   
5．10一語一語組立て  
6． 一節ずつの入れ替え   
プログラムの内容   















推定〉は実例を示す部分であり，テクストはHueber社のThemenの教科書からとって   
ある。  
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1． 読解法1（1枚目のフロッピー）  
1．1仮定1（タイトルからテクストを推定）  










1．2 仮定2（テクストがどう続くかを推定）  
解説  テクストの続きを推定する。  
練習  テクストがどう続くか仮定を立て，それを入力してみる。Enterキーを押  
して，その仮定をテクストの内容と比較する。   
1．3 テクスト削減  
解説1   従属文：読み易くするためには従属文が省略できることを示す。  
練習  従属文を省略しても文意が失われないかどうかを判断する（J／Nを入力）  
解説2と3 名詞に前置される修飾句と後置される修飾句：最初に構文を見るときには，  
修飾句は無視してもよく，修飾句を見分けることで複雑な文の理解が容易  
になることを例示する。  
名詞に前置される修飾句と後置される修飾句を指定する。  練習  
キー操作法：   
Fl／F3  操作法参照  
グロサリー   
次の真へ   
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スペースキー  次の単語へ  
Enterキp  印をつける  
Endキー  印つけ終了   
総合練習  修飾句と従属文を指定する。  
1．4 複合名詞推定  
解説  複合名詞の作り方についての知識。複合名詞の意味をその語成分から推定  
する。  
練習 1．複合語かどうか（J／N、を入力）。  
2，複合語の接合部はどこにあるか（スペースキーで移動し，Enterキー）。  
3．複合語の意味（仮定した意味を入力し，Enterキーを押して，正解と比較  
する）。   
1．5 文脈からの単語推定  
予備練習：知らない単語を推定するのに文脈が役に立つかどうかを考える。  
キー操作法：   
Fl／F2／F3 操作法参照   
？  グロサリー  
→  次に進む  
スペースキー  単語を入力  




（   
キー操作法：  
Fl／F3  操作法参照  
？  グロサリー  
→  次の頁ヘ  
スペースキー  次の単語へ  
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Enterキー  印をつける   
Endキー  印つけ終了   






操作法（F2）：   
スペースキー  解説頁とテクスト真の切り替え  
←→キー  次頁・前頁  
0（ゼロ）  最初の解説真に戻る  
解説の頁をたどっていくと（FrequenteW6rterlでは10／11頁，2では9／10真，3で  
は14／15真に），特定の単語に印をつける練習がある（テクストは3頁程度続く）。そ  
こでスペースキーを押して切り替える。その練習では次のキーを使用する。   
F7  解答を見る   
Q  その真の印つけ終了   
Fl  一般的操作法の指示  
F2  プログラム個別の操作法の指示   
←→キー  次の単語へ・前の単語ヘ  
スペースキー   単語に印をつける  
2．2 国際共通語（2つの解説とテクストでの練習）  
ハンブルクについての文章をもとに地名などの特定の単語が，地理関  
係が分かっている場合には，読者にとってテクスト理解の助けになる   
ことを明らかにする。  
頻出語（あるいは頻繁に複合語を作る語）もテクスト把握に役立つこ   
解説1  
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3． 合成語（3枚目のフロッピー）  
3．1前後綴り   
解説1   
練習  
練習   
解説2   
練習  
よく使われる16の前後綴りの意味を例文で示す。   
その16の前後綴りをそれぞれ10個の例文の中で穴埋め練習する。  
同じ10個の例文で前後綴りの意味を措置する。  
代表的な33の語幹から派生した語を例文で示す。   
その33の語幹から派生した語の前後綴りを，それぞれ10個の例文の中   
で穴埋め練習する。  
3．2 複合語   
解説   
練習   
練習  
複合語の構成が説明される。 
与えられた語成分から，特定の意味をもつ複合語を作る。   
3つの練習：基礎語（後半の語成分）の穴埋め，規定語（前半の語成   
分）の穴埋め，基礎語と規定語の穴埋め。   
それぞれ10個の文で複合語の穴埋め練習をする。  
同じ語成分から作られた二つの複合名詞を，それぞれの意味が解説さ  
245   
練習  
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れた文に正しく配置する。  




















4，3 テクスト理解の補助手段と課題  
どのようにテクストを読むか，補助手段を使うか，課題（A／F）を行うかどうかも含  
めてここで選択する。   
F2キーを押すと補助手段が表示され，その操作法が示される。  
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キー操作法：  
←→  次頁・前真   
丁  頻出語の表と回数  
1  主要情報  
2  キーワード  
3  国際共通語  
4  名詞  
6  前後綴り  
7  複合語  
8  固有名詞   
9  頻出語（ここでは，二度以上テクストに現れる語）  
0  補助手段なし   









Enterキーを押して印をつける。   
4．4 文削減・文構文  
テクストの個々の文を，言語的に正しい単純な基本構造に少しずつ還元し，その後に再  
構成する。   
4．5 文成分に分解  
プログラムが選び出した文について，主語（Subjekt），述語（Pradikat），四格補足  
247   
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語（Akkusativerganzung），前置詞補足語（Prapositionalerganzung），添加語  
（Angabe），修飾句（Attribut）などの文成分をそれぞれ表示させる，もしくは自分  
で指定する。   
4．6 いずれの要約が正しいか  
与えられた3つの要約のうちいずれが正しいかを選ぶ。4．3の補助手段がここでも提供  
される（頻出語を除く）。   
4．7 合成語の練習  
前後綴りの穴埋め練習をテクストで行う。  
基礎語（後半の語成分）と規定語（前半の語成分）の穴埋め練習をテクストで行う。  
5． くテクスト再生〉   
ここでも学習者はテクストを選び，随時それを変更することもできる（4．のくテクス  
トでの作業〉とは異なるテクスト）。   
しかし，いずれのテクストにも次の11種類のプログラムによる変更が加えてある。それ  
を元通りに復元するのがテクスト再生である。これらのテクストは，一見不自然である  
が，このテクストを再生することによって，言語的知識を応用し，ドイツ語をあらゆる   






5．1単語の区切り Wortgrenzen  
単語と単語の間を空けていないテクストに区切りを入れる。  
矢印キーで移動し，スペースキーで切れ目に印をつける。  
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5．2 暗号文 KodierterText  
テクストを構成する語が全て他の文字に変更されている。それを正しい文字に戻す。  




5．4 異字入れ替え Anagramme  
文字の順序が入れ替えられている単語を見つけて元通りにする。  
矢印キーでその単語を探し，文字キーで正しい綴りを入力する。Enterキーを押すと正  
解が現れる。   
5．5 挿入語 EingeftigteW6rter  
テクストに挿入された不要な単語を見つけて取り除く。  
矢印キーでその単語を探し，Enterキーを押す。  
5b．テクスト再生b（6枚目のフロッピー）   
5．6 穴埋めIJtickentext   
空欄に単語を入れて元通りにする。  
文字キーでその単語を入力し，耳nterキーを押す。   
5．7 点線テクスト Texttafel  
テクストの文字がひとつずつ点線に置き換えられている。点線毎に文字を入れて単語を   
つくり，元通りのテクストにする。  
文字キーで入力し，Enterキーを押す。1文字の訂正は←キー，単語の訂正はスペース  
キー，元のテクストの参照はF7キー。   
5．8 行の入れ替え Zeilenordnen  
入れ替えてある行の順序を元通りにする。  
矢印キーを使って行を動かし，それからEnterキーを押す。正解の参照はF7キー。  
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5．9 文の入れ替え S嵐t2．eOrdnen   
入れ替えてある文の順序を元通りにする。   
矢印キーを使って文を動かし，それからEnterキーを押す。正解の参照はF7キー。  
5．10一語一語組立て Wor巨um－Wort－Aufbau   
与えられる5つの単語の中からひとつずつ選択して，テクストを⊥語ずつ組み立ててい   
く。   
スペースキーを押すと次々にそこに入るべき単語が表示される。←キーを押すと直前に   
表示された単語に戻る。表示された単語でよければ，Enterキーを押す。テクストの参   
照はF7キー。  
6． 一節ずつの入れ替え Abschnitteordnen（7枚目のフロッピー）   
一節ずつ入れ替えてある文の順序を元通りにする。操作法はF2キー。   
キー操作法：  
スペースキー  別の一節を見る  
DEL／INS 削除キーと挿入キーで文の順序を入れ替える   
†心  組み立てたテクストをさらに動かす  
F5  残っているテクストを見る  
A  途中まで組み立てたテクストの正誤コントロール  
F6  元のテクスト参照  
7 授業経過  
92年度と93年度の授業は，ほぼ同じ年間スケジュールを組み，配布した資料  
もその時期も同様であり，授業回数については，二十数回の内，92年前期は定  
期試験を除き11回，93年前期は10回であった。   
4月の最初の授業は，通常の教室で行い，そこで授業方法や教材などについ  
て説明した後，先にも少し触れた下記のアンケートに記入してもらった。  
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授業の参考にするため，次の質問に答えてください。   
学部  学籍番号  名前  
251  
1．タイプライターを使うことがありますか。  
よく使う  時々使う  一二度使ったことがある  全然使わない   
2．ワープロを使うことがありますか。  
よく使う  時々使う  一二度使ったことがある  全然使わない   
3．コンピューターでドイツ語を学習することに興味がありますか。  


















三人以上のグループで  二人で  一人で   
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8．自宅にNEC，IBM，APPLE等のコンピューターがある人は，その機種を書いて  
ください。  






た件数は92年度 39人中32人，93年度 36人中28人であり，「二人で」はそれ  
ぞれ，39人中7人，36人中5人であり，「三人以上のグループで」は39人中1  
人，36人中3人である。項目8で自宅にコンピュータ丁があると答えた件数は，  
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ピューターに向かわせる。これでようやく一人1台の授業形態となるが，90分  






















その後の到達度を確認する。   
ただし，PCマスターの練習結果が優秀でも，それだけではA（100－90点），  
B（89－80点），C（79－70点），D（69－60点）の評価基準のC止まりであ  
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り，それ以上の成績はText－Arbeiterをどれだけ使いこなすかによって決ま  
る。   
つまり，  
A  
B   
≡）  
Text－Arbeiter  
PCマスター   
という成績配分になる。おおむね以上の内容を話すと，学生達の顔つきが変わ  
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以下。  
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tinundWernerWolf．VerlagfnrDeutsch，1991．  
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tin，WernerWolfundLotharJung．VerlagftirDeutsch，1992．  
0．7）InformationDeutschalsFremdsprache．Nr．5／617．Jahrgang1990，ftlrSiegelesen   
（UlrikeHofmann－Steinmetz）indicium，548頁。  
258   
